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更生工　（製管工法）　　管渠延長 ｍ

S42年度施工（開削工法）

下水道用鉄筋コンクリート管　A型
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(参考)

既設管φ1200

既設管φ800

注1)　施工前に管内調査を行い損傷箇所を確認する．また，その他変状
　　　についても確認すること．

注2)　確認された変状については，監督員と協議して製管工法に支障が
　　　ないようにあらかじめ処理すること．

裏込め材
2号モルタル

既設管HPφ800

プロファイル：#80s

既設管φ800
(NO.220)

(NO.207-2)

既設管HPφ800

既設管HPφ1200

充てん材
20N/mm2

ストリップ：S形
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ゴムスリーブ

誘導目地

Ｄ

ステンレススリーブ

既設管

ｔ＝３㎜

ゴムスリーブ

誘導目地

ステンレススリーブ
ｔ＝３㎜

Ｔ
Ｔ

Ｄ
Ｔ

Ｔ

既設管

副管

6282

備　　考ｈＴＤ

1000

5575900

管種

6888

鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

※　ｈ：誘導目地深

単位：㎜

※　実施にあたっては事前調査を行い壁厚、管継手位置等

　　の結果をもとに誘導目地の位置を決定する。

7595

鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

以内

以内

1200

1100 鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

1350

1500

1650

1800

2000

2200

2400

2600

2800

3000

4666800 鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

83103鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

92112鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

100120鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

107127鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

125145鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

140160鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

155175鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

170190鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

185205鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

200220鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

工事名

箇所名

図面名

縮　尺

松本市上下水道局


